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令和７年９月現在
フォロワー
約１１，９00人！

儀仗 記念撮影

見送り

め

た

ば

る

初度巡視

着任式

幹部挨拶

最先任識別章の授与

令和７年９月現在
フォロワー

約２５０人！

第

42

代

九

州

補

給

処

長

兼

ね

て

目

達

原

駐

屯

地

司

令

河

合

将

補

着

任

九
州
補
給
処
は
、
令
和
７
年
８
月
１
日
（
金
）
、
目
達
原
駐
屯

地
に
お
い
て
、
第
42
代
九
州
補
給
処
長
兼
ね
て
目
達
原
駐
屯
地
司

令

河
合
寿
士
陸
将
補
の
着
任
式
を
行
い
ま
し
た
。

着
任
の
辞
に
お
い
て
河
合
将
補
は
、
統
率
方
針
「
責
務
の
完

遂
」
、
要
望
事
項
「
変
化
へ
の
適
応
」
「
安
全
・
健
全
」
の
下
、

「
様
々
な
変
化
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、
何
が
不
変
で
何
が
変
わ
る

の
か
を
見
極
め
、
刻
々
と
変
化
す
る
状
況
に
適
し
た
方
法
は
何
か

を
一
人
一
人
が
考
え
行
動
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
完
遂
し
て
ほ

し
い
。
」
「
我
が
国
の
防
衛
を
担
う
一
員
と
し
て
心
身
と
も
に
健

や
か
で
あ
っ
て
、
い
つ
い
か
な
る
任
務
に
も
即
応
し
、
国
民
の
負

託
に
こ
た
え
る
よ
う
自
ら
の
健
全
性
を
維
持
・
向
上
さ
せ
て
ほ
し

い
。
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

九
州
補
給
処
及
び
目
達
原
駐
屯
地
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
と
伝

統
を
継
承
し
つ
つ
、
河
合
陸
将
補
の
統
率
の
下
、
始
動
し
ま
し
た
。

かわい ひさし

〇氏 名 河合 寿士
〇出 身 地 愛媛県
〇期 別 防衛大学校３７期
〇主要経歴
平成２８年７月 第１０後方支援連隊長（春日井）
平成３０年３月 補給統制本部火器車両部長（十 条）
令和 ２年３月 西部方面総監部装備部長（健 軍）
令和 ４年８月 中部方面総監部幕僚副長（伊 丹）
令和 ５年８月 防衛装備庁調達事業部調達総括官（市ヶ谷）
令和 ７年８月 現 職

【紹 介】

九
州
補
給
処
は
、
令
和

７
年
７
月
28
日
（
月
）
、

目
達
原
駐
屯
地
に
お
い
て
、

九
州
補
給
処
兼
ね
て
目
達

原
駐
屯
地
最
先
任
上
級
曹

長
交
代
式
を
実
施
し
、
第

７
代
最
先
任
上
級
曹
長
に

藤
吉
准
尉
が
上
番
し
ま
し

た
。

【
紹

介
】

准
陸
尉

藤
吉

一
世

〈
出
身
〉
福
岡
県

〈
職
種
〉
武
器
科

〈
座
右
の
銘
〉

一
意
専
心

〈
一
言
〉

最
先
任
上
級
曹
長
の
職

を
今
一
度
よ
く
知
り
、
よ

り
好
き
に
な
っ
て
身
構
え

る
こ
と
な
く
処
長
の
補
佐
、

准
曹
士
の
発
展
に
精
進
し

ま
す
。

九州補給処兼ねて目達原駐屯地最先任上級曹長交代式

第
41
代
九
州
補
給
処
長
兼

ね
て
目
達
原
駐
屯
地
司
令

佐
藤
将
補
離
任

九
州
補
給
処
は
、
令
和
７
年
７
月
31

日
（
木
）
、
目
達
原
駐
屯
地
に
お
い
て
、

第
41
代
九
州
補
給
処
長
兼
ね
て
目
達
原

駐
屯
地
司
令

佐
藤
将
補
の
離
任
行
事

を
行
い
ま
し
た
。

佐
藤
将
補
は
、
九
州
補
給
処
の
隊
員

達
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
及
び
今
後
の

活
躍
へ
の
期
待
の
言
葉
を
述
べ
、
駐
屯

地
を
後
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
佐
藤
将
補
は
、
令
和
７
年
８

月
１
日
付
を
も
っ
て
、
武
器
学
校
長
兼

ね
て
土
浦
駐
屯
地
司
令
に
着
任
さ
れ
ま

し
た
。

離任式

夏
の
暑
さ
も
和
ら
ぎ
、
朝
晩
の
涼
し
さ

に
秋
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。８

月
１
日
付
で
第
四
十
二
代
九
州
補
給

処
長
兼
ね
て
目
達
原
駐
屯
地
司
令
を
拝
命

し
ま
し
た
河
合
将
補
で
す
。
今
後
も
地
域

と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
地
域
に
根
ざ

し
た
駐
屯
地
と
し
て
、
皆
様
と
の
信
頼
関

係
を
よ
り
深
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
目
達
原
駐
屯
地
に
対
す
る
温
か
い

ご
支
援
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

戦
後
八
十
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
日
本

を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
最
も
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、
日
本
の
防
衛
の
最
前
線

に
立
つ
西
部
方
面
隊
の
一
員
と
し
て
目
達

原
駐
屯
地
所
在
部
隊
は
日
夜
訓
練
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
の
夏
の
線
状
降
水
帯
に
よ

る
豪
雨
等
異
常
と
も
言
え
る
災
害
が
九
州

管
内
に
生
起
し
て
お
り
ま
す
が
、
目
達
原

周
辺
に
万
が
一
生
起
し
た
場
合
に
も
即
応

態
勢
を
保
持
し
て
地
域
の
皆
さ
ま
の
安
心

と
安
全
の
確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

目
達
原
駐
屯
地
は
、
各
種
の
教
育
訓
練

を
通
じ
て
地
域
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
を
守
り
ぬ
く
力
を
蓄
え
る
と
と
も

に
、
使
命
感
と
誇
り
を
も
っ
て
任
務
に
励

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
御
理

解
・
御
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
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駐
屯
地
は
、
令
和
７

年
７
月
29
日
（
火
）
、

目
達
原
駐
屯
地
に
お
い

て
、
自
衛
隊
佐
賀
地
方

協
力
本
部
が
実
施
す
る

陸
自
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２

５
を
支
援
し
ま
し
た
。

陸
自
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０

２
５
で
は
、
佐
賀
地
方

協
力
本
部
が
公
募
し
た

募
集
対
象
者
等
58
名
に

対
し
て
、
職
種
説
明
、

装
備
品
展
示
、
会
食
、

生
活
隊
舎
等
の
生
活
環

境
見
学
、
航
空
機
体
験

搭
乗
及
び
若
年
隊
員
と

の
懇
談
等
を
実
施
し
、

積
極
的
に
陸
上
自
衛
隊

の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

隊 内 生 活 体 験

現地爆破処分の準備

関係各機関との現地対策会議

陸

曹

候

補

生

課

程

履

修

前

教

育

賞状を受け取る受賞者

状況報告

施設等巡視（投下支援小隊）

戦闘訓練

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
第
１
０
４
不
発
弾
処
理
隊
（
目
達
原
）
は
、

令
和
７
年
７
月
29
日
（
火
）
、
熊
本
県
天
草
市
御
所
浦
町
に
お
い
て

旧
日
本
軍
の
不
発
弾
３
発
の
現
地
爆
破
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
半
径
お
よ
そ
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
立
ち
入
り
を
規
制
し
、

付
近
の
道
路
を
全
面
通
行
止
め
と
し
ま
し
た
。
不
発
弾
は
、
町
内
の

土
砂
捨
て
場
に
掘
っ
た
深
さ
３
メ
ー
ト
ル
の
穴
に
埋
め
た
後
、
さ
ら

に
高
さ
３
メ
ー
ト
ル
の
土
の
う
を
積
ん
で
、
爆
破
の
際
に
破
片
が
飛

び
散
ら
な
い
よ
う
に
し
て
爆
破
を
行
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
民
生
の

安
定
に
寄
与
す
る
た
め
、
不
発
弾
処
理
業
務
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

熊
本
県
天
草
市
に
お
け
る

不
発
弾
現
地
爆
破

発見された不発弾３発

爆破処分成果の確認

九
州
補
給
処
は
、
令
和
７
年
７
月
８
日

（
火
）
か
ら
７
月
18
日
（
金
）
ま
で
の
間
、

目
達
原
駐
屯
地
、
鳥
栖
分
屯
地
及
び
高
良

台
演
習
場
に
お
い
て
、
陸
曹
候
補
生
２
名

に
対
し
て
、
陸
曹
候
補
生
課
程
履
修
前
教

育
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
教
育
の
前
段
で
は
、
任
（
職
）
務
分

析
を
通
じ
た
使
命
感
の
涵
養
を
図
る
と
と

も
に
、
地
図
の
判
読
や
武
器
の
分
解
・
結

合
な
ど
戦
闘
に
必
要
な
知
識
に
つ
い
て
教

育
し
、
後
段
で
は
、
戦
闘
訓
練
、
外
哨
・

斥
候
な
ど
の
野
外
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

被
教
育
者
た
ち
は
、
猛
暑
の
中
、
久
し

ぶ
り
の
野
外
訓
練
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、

教
官
・
助
教
の
指
導
を
熱
心
に
聞
き
、
最

後
ま
で
全
力
で
教
育
に
臨
み
、
陸
曹
候
補

生
課
程
入
校
へ
の
自
信
を
付
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 九

州

補

給

処

西
部
方
面
後
方
支
援
隊

陸
上
幕
僚
長
目
達
原
駐
屯
地
現
況
確
認

 

駐
屯
地
は
、
令
和
７
年
５

月
28
日
（
水
）
、
目
達
原
駐

屯
地
に
お
い
て
、
陸
上
幕
僚

長

森
下
陸
将
（
当
時
）
の

現
況
確
認
を
受
け
ま
し
た
。

本
現
況
確
認
で
は
、
状
況

報
告
、
施
設
等
巡
視
及
び
指

揮
官
等
懇
談
を
実
施
し
、
目

達
原
駐
屯
地
の
現
況
、
特
に

後
方
支
援
の
実
効
性
向
上
に

係
る
各
種
取
組
み
に
つ
い
て

ご
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。陸

目

Ｅ

Ｘ

Ｐ

Ｏ

２

０

２

５

支

援
 

第

１

０

４

不

発

弾

処

理

隊

九
州
補
給
処
は
、
令
和
７
年
７
月
24
日
（
木
）
、
前
期
定
期

表
彰
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
職
務
遂
行
、
車
両
無
事
故
走
行
や
隊
員
自
主

募
集
で
特
に
活
躍
し
た
隊
員
83
名
に
対
し
表
彰
し
ま
し
た
。

令 和 ７ 年 度
前 期 定 期 表 彰 式

今回の表彰式で受賞した隊員たち

施設等巡視（補給倉庫）

指揮官等懇談

施設等巡視（整備工場）

職種説明航空機体験搭乗

装備品展示若年隊員との懇談

体
力
検
定

武
器
の
分
解
・結
合

砂
盤
を
使
っ
た
戦
闘
予
行
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西部方面ヘリコプター隊
との共同訓練

ヘリコプター射撃

西
部
方
面
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
隊
は
、

令
和
７
年
７
月
22

日
（
火
）
か
ら
25

日
（
金
）
ま
で
の

間
、
十
文
字
原
演

習
場
及
び
大
野
原

演
習
場
に
お
い
て

西
部
方
面
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
隊
統
制
訓

練
を
実
施
し
ま
し

た
。本

訓
練
を
通
じ

て
、
部
隊
の
基
本

的
行
動
及
び
隊
員

の
基
礎
動
作
に
つ

い
て
演
練
す
る
と

と
も
に
、
各
種
状

況
下
に
お
け
る
連

携
要
領
及
び
判
断

能
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

救
命
装
備
品
（展
示
）

除染活動

第
１
戦
闘
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
隊
は
、

令
和
７
年
８
月
５

日
（
火
）
か
ら
９

日
（
土
）
ま
で
の

間
、
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
射
撃
検
定
を
実

施
し
て
操
縦
士
の

射
撃
練
度
を
評
価
、

判
定
す
る
と
と
も

に
、
整
備
員
の
射

撃
支
援
能
力
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

併
せ
て
、
練
成
射

撃
等
を
実
施
し
て

操
縦
士
の
射
撃
練

度
を
向
上
さ
せ
る

と
と
も
に
、
不
発

弾
処
理
訓
練
を
実

施
し
、
不
発
弾
処

理
技
能
者
の
練
度

の
維
持
・
向
上
を

図
り
ま
し
た
。

対空戦闘射撃 ヘリ誘導訓練

第
４
飛
行
隊
は
、
令
和
７
年
７
月
９
日
（
水
）
及
び
10
日
（
木
）
、
救
命
装

備
品
取
扱
い
訓
練
を
実
施
し
、
不
時
着
水
時
の
機
内
か
ら
の
脱
出
要
領
及
び
各

器
材
の
使
用
要
領
等
に
つ
い
て
認
識
を
統
一
し
、
救
命
浮
舟
を
使
用
し
て
乗
り

込
み
等
な
ど
の
一
連
の
流
れ
で
練
成
し
ま
し
た
。
駐
屯
地
プ
ー
ル
を
使
用
し
、

実
際
に
水
中
で
の
行
動
の
困
難
さ
や
、
各
種
装
備
品
の
特
性
等
を
十
分
に
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
第
４
飛
行
隊
は
継
続
的
に
訓
練
を
実
施
し

て
緊
急
時
に
お
け
る
海
上
遭
難
時
の
生
存
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

令

和

７

年

度

＃

３

各

部

隊

集

中

訓

練

救

命

装

備

品

取

扱

い

訓

練

西

部

方

面

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

隊

統

制

訓

練指揮所活動

不発弾処理訓練 射場への推進 夜間飛行航空機誘導

第４２即応機動連隊
による火力誘導

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊
は
、
令
和
７
年
６
月
10
日
（
火
）
か
ら
同
月
12
日

（
木
）
の
間
、
目
達
原
駐
屯
地
及
び
久
留
米
駐
屯
地
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度

＃
３
各
部
隊
集
中
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
各
種
通
信
障
害
発
生
時
の
状
況
を
想
定
し
た
対
処
訓
練
で
、

基
礎
と
な
る
部
隊
の
練
度
の
完
成
及
び
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
対
応
し
得
る
態
勢
の

確
立
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
対
空
行
動
等
に
つ
い
て
も
訓
練
し
、
個
人
防
護
に
関
す
る
知
識
の
向

上
を
図
り
、
部
隊
の
基
本
的
行
動
及
び
隊
員
の
基
礎
動
作
の
練
度
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊
は
、
令
和
７
年
度
の
方
面
検
閲
に
向
け
て
更
な
る

練
度
向
上
を
目
標
に
引
き
続
き
演
練
す
る
と
と
も
に
平
素
に
お
け
る
各
種
通
信

障
害
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
日
々
、
技
術
向
上
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日

出

生

台

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

射

撃

第

１

戦

闘

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

隊

第

４

飛

行

隊

西

部

方

面

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

隊

第

３

２

１

基

地

通

信

中

隊

第
１
戦
闘
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
隊
は
、

令
和
７
年
７
月
22

日
（
火
）
か
ら
25

日
（
金
）
ま
で
の

間
、
令
和
７
年
度

第
２
次
戦
闘
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
隊
統
一

訓
練
を
実
施
し
て
、

部
隊
の
基
本
的
行

動
及
び
隊
員
の
基

礎
動
作
を
演
練
す

る
と
と
も
に
、
西

部
方
面
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
隊
と
協
同
し
、

野
外
に
お
け
る
航

空
機
へ
の
燃
料
・

弾
薬
補
給
訓
練
等

を
実
施
し
検
閲
受

閲
準
備
の
促
進
及

び
部
隊
の
任
務
遂

行
能
力
の
向
上
を

図
り
ま
し
た
。

第
２
次
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
統
一
訓
練

【ＭＡＭＯＲ（マモル）記事掲載】
ＭＡＭＯＲ（マモル）２０２５年９月号「これが部隊のテー

マソング」に、第１戦闘ヘリコプター隊の隊歌が掲載されまし
た。引き続き「地にあって周到、天にあって果敢、翔騎一丸」
第１戦闘ヘリコプター隊をよろしくお願いします。

海
上
生
存
法
（説
明
）

救
命
浮
舟
２
号

乗
り
込
み
実
習

符
号
変
換
機
設
定
教
育

中
継
線
設
定
教
育

ス
タ
ー
リ
ン
ク
設
定
教
育

西部方面ヘリコプター隊
との共同訓練



第９７号めたばる〔４〕

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

石
川

和
真

(

い
し
か
わ

か
ず
ま)

所
属

九
州
補
給
処

補
給
部
保
管
課

階
級

陸
士
長

職
種

シ
ス
テ
ム
通
信
科

役
職

保
管
係

出
身

福
岡
県
中
間
市

趣
味

ド
ラ
イ
ブ

▽
８
月

９
日

九

処

曹
長

冨
田

徹

13
日

九

処

曹
長

渡
邊

誠

27
日

九

処

曹
長

古
賀

洋
則

▽
９
月

６
日

１
戦
ヘ
リ

曹
長

村
中

勝

13
日

九

処

准
尉

佐
田

典
万

14
日

九

処

２
尉

松
尾

圭
介

16
日

九

処

１
尉

福
留

寛
史

25
日

九

処

曹
長

松
本

敏
博

28
日

空 

伝 

班

曹
長

仲
野

実

29
日

西 

後 

支

曹
長

谷
﨑

一
寿

▽
10
月

１
日

西 

後 

支

曹
長

中
島

康
弘

７
日

西 

ヘ 

リ

２
佐

川
嶋

和
之

７
日

基

通

２
尉

仲
田

平
夫

19
日

九

処

曹
長

岩
永

康
隆

30
日

九

処

１
曹

飯
田

竜
一

▽
11
月

７
日

九

処

１
尉

大
屋

隆
時

７
日

九

処

曹
長

山
口

輝
信

27
日

九

処

曹
長

灰
塚

康
男

私
の
趣
味
は
筋
ト
レ
で
す
。
筋
ト

レ
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
部
隊
の

先
輩
か
ら
「
体
力
向
上
の
た
め
に
一

緒
に
や
っ
て
み
よ
う
」
と
誘
わ
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
最
初
は

腕
立
て
伏
せ
も
六
十
回
し
か
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
続
け
る
う
ち
に
少

ブリーフィング風景

―

保
管
係
と
し
て
気
を
付
け
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

「
部
隊
と
直
接
や
り
取
り
を
行
い
補
給

品
を
払
い
出
す
業
務
で
す
の
で
、
私
た

ち
の
仕
事
の
成
否
が
部
隊
の
任
務
遂
行

に
直
接
関
与
し
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
踏

ま
え
、
補
給
品
を
払
い
出
す
際
に
は
過

不
足
等
の
払
い
出
し
誤
り
や
輸
送
間
に

破
損
し
な
い
よ
う
丁
寧
な
梱
包
な
ど
を

特
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
」

―

現
在
の
目
標
は
？

「
先
日
、
陸
曹
候
補
生
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
の
で
よ
う
や
く
私
も
微
々
た
る
も

の
で
す
が
前
進
し
始
め
た
の
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
当
面
の
目
標
は
一
人

前
の
陸
曹
と
な
る
事
と
し
、
そ
の
た
め

に
業
務
や
知
識
、
体
力
面
に
お
い
て

日
々
精
進
を
続
け
て
い
ま
す
。
」

▼
西
部
方
面
後
方
支
援
隊
副
隊
長

〈
一
言
〉

駐
屯
地
の
一
員
と
し
て
部
隊
の
実
力
を
養
う
の

は
も
ち
ろ
ん
、
駐
屯
部
隊
や
地
域
の
皆
様
に
信
頼

さ
れ
る
部
隊
と
な
る
様
尽
力
し
ま
す
の
で
、
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

３
等
陸
佐

 

松
尾

一
宏

〈
出
身
〉
佐
賀
県

〈
職
種
〉
シ
ス
テ
ム

 

通
信
科

〈
座
右
の
銘
〉

感
謝
を
力
に
、
信

じ
て
進
む

１
等
陸
佐

箕
輪

康
二

〈
出
身
〉
北
海
道

〈
職
種
〉
施
設
科

〈
座
右
の
銘
〉

な
し

―

普
段
の
業
務
で
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か
？

「
部
隊
等
に
補
給
す
る
通
信
関

係
の
器
材
及
び
部
品
の
受
領
・

保
管
・
出
納
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。
」

（
令
和
７
年
８
月
１
日
付
）

〈
一
言
〉

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊
一
同
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

▼
第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊
長

西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
本
部
中
隊

映
像
写
真
小
隊
空
中
伝
送
班

陸
士
長

本
庄

辰
海

補給部の将来有望な陸曹候補生

▼
第
１
３
４
地
区
警
務
隊
目
達
原
派
遣
隊
長

１
等
陸
尉

古
瀬

貴
史

〈
出
身
〉
佐
賀
県

〈
職
種
〉
警
務
科

〈
座
右
の
銘
〉

常
に
平
常
心

〈
一
言
〉

目
達
原
駐
屯
地
各
部
隊
の
た
め
警
務
業
務
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

戦
闘
訓
練
で
突
撃
態
勢

を
整
え
る
石
川
士
長

ヘ
リ
外
観
点
検

旧
目
達
原
飛
行
場

正
門
跡
の
清
掃

―

趣
味
は
？

「
ド
ラ
イ
ブ
と
す
る

も
、
車
に
関
す
る
こ

と
は
全
般
的
に
大
好

き
で
す
。
特
に
車
を

手
洗
い
す
る
こ
と
が

好
き
な
の
で
可
能
な

ら
ば
毎
週
洗
車
し
た

い
ぐ
ら
い
で
す
。
暇

さ
え
あ
れ
ば
カ
ー
用

品
専
門
店
に
赴
き
、

新
た
な
商
品
が
な
い

か

探

し

て

い

ま

す

(

笑)

」

駐

屯

地

ク

リ

ー

ン

作

戦

隊

員

趣

味

紹

介

マ

イ

ブ

ー

ム

定 

年 

退 

官 

者 

及 

び 

予 

定 

者

新

着

任

部

隊

長

等

紹

介

▼
九
州
補
給
処
総
務
部
長

１
等
陸
佐

山
口

行
徳

〈
出
身
〉
長
崎
県

〈
職
種
〉
機
甲
科

〈
座
右
の
銘
〉

禍
福
は
糾
え
る
縄

の
如
し

一
隅
を
照

ら
す

〈
一
言
〉

駐
屯
地
並
び
に
駐
屯
各
部
隊
・
隊
員
に

と
っ
て
生
活
・
勤
務
環
境
が
良
い
も
の
と
な

る
よ
う
精
進
し
ま
す
。

▼
九
州
補
給
処
装
備
計
画
部
企
画
課
長

１
等
陸
佐

西

俊
作

〈
出
身
〉
鹿
児
島
県

〈
職
種
〉
輸
送
科

〈
座
右
の
銘
〉

誠
実
・
謙
虚

〈
一
言
〉

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
自
身
を
鍛
え
任
務
遂
行
し
、
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

し
ず
つ
回
数
が
増
え
、
一
年
で
三
十
回
以
上
回
数
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
で
は
自
ら
進
ん
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
行
き
、
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
や
デ
ッ

ド
リ
フ
ト
な
ど
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
筋
ト
レ
後
の

高
揚
感
と
追
い
込
ん
だ
後
の
プ
ロ
テ
イ
ン
の
味
は
格
別

で
、
何
事
に
も
代
え
が
た
い
満
足
感
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
筋
ト
レ
は
体
力
だ
け
で
は
な
く
、
自
己
の
精
神
面

も
鍛
え
ら
れ
る
の
が
魅
力
の
一

つ
で
す
。
健
康
維
持
や
ス
ト
レ

ス
解
消
に
も
効
果
が
あ
る
た
め
、

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
緒
に
筋
ト
レ

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

駐
屯
地
は
、
令
和
７

年
６
月
17
日
（
火
）
、

修
親
会
に
よ
る
駐
屯
地

外
柵
沿
い
等
の
清
掃
活

動
（
駐
屯
地
ク
リ
ー
ン

作
戦
）
を
佐
賀
県
東
部

地
区
隊
友
会
の
参
加
を

得
て
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
隊
員
や
隊

友
会
の
方
々
は
、
早
朝

か
ら
普
段
清
掃
が
行
き

届
か
な
い
側
溝
内
な
ど
、

多
く
の
ゴ
ミ
を
拾
い
ま

し
た
。

訓

練

想

定

に

沿

っ

た

映

像

配

信

西  

部  

方 
 

面  

シ  

ス  

テ 
 

ム  

通 
 

信 
 

群  

本  

部  

中 
 

隊

 

映 
 

像 
 

写 
 

真 
 

小 
 

隊 
 

空 
 

中 
 

伝 
 

送 
 

班

障害物を用いた
車幅感覚の確認

後方確認よし！

西
部
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊
は
、
令
和
７
年
７
月
23

日
（
水
）
か
ら
同
月
24
日
（
木
）
に
か
け
て
、
車
両
操
縦
練
度

判
定
を
実
施
し
ま
し
た
。

交
通
ル
ー
ル
に
関
す
る
筆
記
試
験
、
障
害
物
を
設
け
た
特
設

コ
ー
ス
に
お
け
る
大
型
車
両
の
操
縦
に
よ
り
判
定
し
、
安
全
な

車
両
運
行
に
必
要
な
操
縦
練
度
が
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

第
１
派
遣
隊
は
引
き
続
き
一
丸
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
任
務
を

安
全
・
確
実
に
遂
行
で
き
る
よ
う
隊
員
個
々
の
能
力
向
上
に
邁

進
し
ま
す
。

車

両

操

縦

練

度

判

定

実

施

西 

部 

方 

面 

管 

制 

気 

象 

隊

 
 

第

１

派

遣

隊

空
中
伝
送
班
は
、
令
和
７
年
８
月
22
日
（
金
）
に
、
福
岡
県

及
び
大
分
県
お
け
る
台
風
・
集
中
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
を

想
定
し
た
映
像
伝
送
訓
練
に
西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
第
２

飛
行
隊
と
共
同
で
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。
目
達
原
駐
屯
地
を

離
陸
後
速
や
か
に
訓
練
を
開
始
し
、
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
崩
れ
、

自
衛
隊
の
救
助
活
動
及
び
避
難
住
民
の
避
難
状
況
等
、
想
定
に

基
づ
き
映
像
撮
影
及
び
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

映
像
配
信
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
訓
練
に
邁
進
し
、
災
害
等
が
発
生
し
た
際
に
は
速
や

か
に
被
害
地
域
の
映
像
配
信
を
実
施
し
、
西
部
方
面
隊
等
の
任

務
達
成
に
寄
与
し
て
参
り
ま
す
。

只
今
、
前
進
中
。

若
人
奮
闘
記
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